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音から物体や人物を認識する研究です。具体的には、マイクで収音した音だけを分析して、そこにあ
る物体や人物などの種類や形状を含む画像認識結果を予測します。生活空間や公共空間での見守
り・防犯等への応用に向けて研究開発を進めています。

音のみから物体や人物の種類・形状を予測するには、音の方向と音色の時空間的な関係を捉える必
要があります。本研究では、この複雑な関係を効率的にモデル化できる特徴統合層を備えた深層
ニューラルネットワークを設計し、より多様な種類の物体の認識を可能にしました。

安心・安全な見守り・監視システムの実現が期待できます。本技術は、カメラが利用できないようなプ
ライバシー性の高い家庭や公共空間への適用が可能です。また、音ならではの伝搬特性を活かし、カ
メラでは死角になってしまうような箇所の情報も予測できるようになる可能性があります。

音からものとかたちを認識

～音と画像のクロスメディア情報処理によるシーン理解～

Crossmodal audio-visual analysis for scene understanding

“音から画像認識”するクロスメディア情景分析
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複数のマイクで収録した音の方向と音色を基に、音を発している

物体や人物のクラス（種類）と形状を予測

カメラでは写らない・写したくない空間の様子

を、音だけからでも描写可能に

方向と音色の関係を効率的に捉えることのできる特徴統合層を

導入することにより、パラメータ数を抑えつつ精度を向上

より多様なクラスの物体や人物の認識、実音

声からの認識を実現

これまで、少数のクラスの物体や人物の認

識が可能であることを確認

全結合層による特徴統合

パラメータ数が膨大！

低次元化特徴の重み付き外積を取ることで

パラメータ数を抑えつつ高次関係を捉える

実験装置


